














The Diffusion Process of New Human Resource 
Management Practices 
 































































という見解がコンティンジェンシー理論などで主張されてきた (Burns and Stalker, 












































ような疑問に、示唆を与えているのが新制度論である（Meyer and Rowan, 1977; 




























































































視点から Meyer and Rowan は説明したが、同型化に至るロジックをさらに詳細に議















































成や契約を得る事が容易になるなどが挙げられる（DiMaggio and Powell, 1983）。し
かしながら、同型化した組織が逸脱した組織よりも効率的であることを保証するわけ
ではない。 






























































































































(7) Weick and Quinn（1999）を参照せよ。しかしながら、組織ルーティンの議論でも、個体
群生態学の議論のように、個々人がもつルーティンは変化しないものの、組織メンバーの
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